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▼ △ ▼ △  理 事 長 巻 頭 言  ▼ △ ▼ △ 

理事長 細谷 要一  

最 近 の こ と 
 

年が明け、もう３月になりました。前回のニーズレターから４ヶ月が経ちましたが、こ

の間、グループホームネット香川では大きな出来事が続きました。 

ホームワーカー小松さんが退職され、西本さんが後任に入りました。ホームワーカー乙

黒さんが退職した後、新人として就職された藤岡さんでしたが、研修期間に腰痛が発生し

て残念ながら業務に従事することができなくなりました。そのため、新任者を募集し可能

な限り早くに就いてもらえるよう進めておりますが、それまでの間は代行ホームワーカー

体制になります。入居者の方々にはご心配･ご迷惑をおかけしていることを申し訳なく思っ

ています。 

「近隣とのトラブル」が生じたグループホームがありました。入居者に生活上の困難が

あり、それがそういう形で表面化したものでした。ご本人にとても大変な心労があったこ

とと思いますが、スタッフ等もサポートの過程でいろいろ苦慮することになりました。そ

の後入居者は平穏を取り戻しており、この出来事はご本人にとってこれからの自分自身の

生き方を考える機会になったことと思いますし、運営するスタッフや役員にとっては「入

居者が求めるサポートとはどういうものか」について理解を深める機会となりました。 

 身体の不調を訴え治療を必要とする状況にあった入居者に対して、スタッフは近医へ

の受診を手伝いました。診察した医師から緊急性があると診断され、専門医を紹介され受

診し、受け入れてもらえるよう懸命に頼みましたが、病院側にやむをえない事情があると

いうことでその日には入院治療が受けられず、結果、非常に残念なことになりました。県

都である高松市においての救急応対の不十分さをこのまま受け入れることができず、今後

のことも考え何らかの検証をしたいと考えています。 

 ２月２１日午前、グループホームの一室から出火し、入居者が亡くなるという大変な

ことが起こりました。火事はその部屋の中だけで鎮火しましたが、警察によると、中に居

た入居者は一酸化炭素中毒・窒息により死亡したとのことでした。消防の話では、寝てい

た布団が一番燃えていて、喫煙者であったことからタバコの火が原因かもしれないとのこ

とです。セコムの警備が最初に異常を発見し、ほかの部屋の入居者やホームワーカーも駆
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けつけましたが、救出にはいたりませんでした。まことに残念なことになりました。 

 あって欲しくない、あってはならないことが起こったことに心を痛めています。今後

はこの出来事から教えられたことを大切にして、病気の予防･治療、防火･防災という生活

に大きな影響を及ぼす事柄に対する対応策を検討し、より安心して生活できるグループホ

ームにしていきたいと考えます。  

 

▼△▼△ グループホームネット香川とかかわって ▼△▼△ 

かがわ たろう（仮名） 

 私は、このグループホームに入居してはや6年がたち、1年4か月前からスーパーの、

短時間パートの仕事をしています。 

私も今年 49 歳になり、それまでは作業所、リハビリテーションセンターと通いました

が、なかなか仕事に結びつけませんでした。しかし、そんな私でも今、仕事が出来ている

のは、私の様な人間でも出来る仕事があり、働くことを求めてくれる職場が、あるからだ

と思います。私は今まで仕事といっても1年以上続いたものがなく、一般の人からすると、

世間とは、あまりかかわりをもたない人間でした。 

しかし今、50 歳が近い年齢になって、毎日が新しい事の連続なのです。私は同じ所に

入居している人や、生活を上手く送れない人は、病気や症状と仲好しになりすぎているの

だと思いますし、世話人さんや他人となかなか対人関係がつくれないのも、自分自身とつ

き合えないからだと私は考えます。 

かつて不安神経症に悩まされた私からすると、東日本大震災という未曽有の大災害や、

今まだ問題が山積する原発事故は、決して過去の出来事ではない様に思えてなりません。 

最終に私は、現代の日本はあらゆる意味において人手不足だと私は感じますし、そうし

た中で、日々努力をする人を、必要とする社会だと信じています。 

 

▼△▼△  新人職員あ い さ つ  ▼△▼△ 
西本 洋子 

昨年9月に採用になりました、西本洋子です。 

今年2月「ビアーズ宮脇」のホームワーカーとしてスタートしました。 

各グループホームで、しばらく研修させていただきましたが、共通しているのは、入居
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者一人ひとりが主役であること。私たちは「主体性を持った一人の人間」であるという考

え方に立って支援をしていること。 

また、カラーも違います。入居者とホームワーカーとで時間をかけてゆっくりと色付け

をしているのかな・・・と感じます。 

宮脇のホームワーカーとしてスタートしたばかり。 

これから「ああすれば良かった、こう言えば良かった。」と反省や後悔の連続かもしれま

せん。 

以前、先輩ホームワーカーに「もし上手くいかないことがあったとしても、後から修正

するチャンスはあるから。」「私も同じ、迷いながらやってるよ。」と言っていただきました。 

この言葉を胸に、後ろを振り返るだけでなく、次に何をすべきか、今、何ができるか考

え、行動して行けるように努力していきたいです。 

これまで何度か、福祉の仕事に携わったことがありますが、家って何？ 住むって何？ 

と思うことがあります。様々なスタイルがあると思いますが、私が思い描く家は、個人か

ら家族くらい小規模なものです。 

プライバシーが守られて、帰りたいと思えるような落ち着く場所・・・。 

自由と責任を手にし、地域の中で、人の中で生きていく。 

それができるのか、当たり前であり理想でもある「家」だと思っています。 

入居者のみなさんが穏やかに日々生活できるよう、私も人として地域で生活する市民と

して、入居者と共に時間を重ねていきたいです。 

どうぞ、よろしくお願いします。 

 

▼ △ ▼ △  法人研修を 終 え て  ▼ △ ▼ △ 

増田 周作 

昨年の研修会に引き続き、岡山にある社会福祉法人 あすなろ福祉会のピアサポーター

グループ「クローバー」のメンバーを法人事務所にお迎えして、１月２４日(土) に交流

研修会を開催しました。 

昨年度の研修会の中で、参加していた利用者から「交流会として続けたい」「私たちの体

験談を聞いて欲しい」という要望があり、今年度は交流研修会として開催することになり

ました。 

最初に、他己紹介という方法を用いて場の雰囲気を和ませて、クローバーの活動につい 
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てお話をお聞きした後に、それぞれの

利用者から体験発表を行いました。 

双方の利用者が交互に自らのこれまで

の生活やそれぞれの思いについて話をし

ました。 

当法人内においては、このように体験

談をみんなの前で発表するということ

は、初めてのことで、発表者は緊張があ

ったと思いますが、自分の言葉で語る姿

はとても印象的で、改めて知ったことも

ありましたし、これまで十分に話が聞け

ていなかったと反省しました。 

その後は、3グループに分かれて

Wrapの形式を用いながら模造紙に、聞

きたいことや言いたいことを書きながら

話をして交流を深めました。 

その後、模造紙に書いたことをもとに、

各グループで話をした内容について発表

を行いました。絵のうまいグループや元

気になる方法などなど、3グループ3様

で楽しい交流研修会となりました。 

機会を作ってこれからも交流を楽しみ

たいと思います。 

クローバーのみなさま、遠いところお

いでいただき本当にありがとうございま

した。 
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▼ △ ▼ △  事 務 局 便 り  ▼ △ ▼ △ 

岩佐 亜紀 

当法人の事務所は、コトデン円座駅から歩いて5分ほどのところ、建物の2階のドアを

入るとすぐ会議室、その奥に事務室があります。そして事務室の手前に、6畳ほどの西窓

に面した明るいスペースがあるのですが、ここは先日まで物置と化していました。 

ところが近日、このスペースが休憩所に模様替えすることになりました！ 

偶然の幸運で、事務所にソファーベッドを提供していただけることになったのです。 

 これまで、事務所の中には休憩したりくつろいだりできるスペースが特にありませんで

したが、ソファーベッドの登場で、ちょっとした夢が実現しました。 

年に何度か、利用者の方が通信発行作業のお手伝いに来られる機会がありますし、事務

員もソファーでお弁当を食べるのを楽しみにしています。窓際のソファーから景色を眺め

てちょっと深呼吸・・・体がリラックスするとともに心もほっとしそうです。 

～会 費 納 入 の お 願 い～ 

はや2014年度も末月となりました。今年度も利用者の入退去、職員の入退社、役員の

交代…と、当法人にはさまざまな変化がありました。その中でもＮＰＯ法人が安定した活

動を続けていくためには、多くの会員様のご理解とご協力が切実に重要であることを、改

めて思わされる1年でした。会員の皆様には、今後ともよろしくお願いいたします。 

2015年度の会費の納入を よろしくお願いします！ 

正会員 ３，０００円、  賛助会員 ２，０００円 です。 

 

（発行）特定非営利活動法人 グループホームネット香川 
連絡先： 香川県高松市円座町１１２４番地６ ２階 

TEL：０８７－８８５－５２７０  Ｆax：０８７－８８７－５９５５ 

 

＜振込口座＞ ※大変恐縮ですが、手数料のご負担をお願いします。 

【百十四銀行】 中央市場支店  店番 ２１３ 

普通預金 ０２５２０１７ 

非営利活動法人 グループホームネット香川 

【郵 便 局】  ０１６７０－４－５５７６ 

特定非営利活動法人 グループホームネット香川 


